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化学反応の理論計算化学   ‐   単純分子から複雑系まで  
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[序] 化学反応は化学結合を生成、切断、再配置して新しい化合物を作り出す化学の
根源とも言える最重要課題である。私は手回し計算機でヒュッケル永年方程式を解

き簡単な炭化水素のフロンティア電子密度を計算していた 50 年以上も前から、この
エキサイティングな化学反応の世界の虜になってきた。計算機の発達と新しい方法

論の開発に伴って、化学反応の理論・計算化学による研究は長足の進歩を遂げ、反

応機構や反応ダイナミックスの解明に中心的役割を担うようになり、反応や触媒の

設計に大きな貢献ができるようになったことは感慨無量である。理論・計算化学に

よる研究は，基底状態の気相反応にとどまらず、励起状態、溶液およびタンパクな

どの環境下の反応など、複雑な分子系の複雑な反応系に対しても行われるようにな

っている。一つの重要な点は、理論・計算化学によって得られる情報と実験から得

られる情報は、お互いに相補的なことが多いことである。化学反応と言う動的な複

雑な現象を解明するためには、異なった側面からの視野を持つ実験と理論・計算の

協力が、今後ますます重要になってくる。本講演では、我々の研究室で行われてい

る種々の化学反応の理論・計算研究の中から、５つの話題を提供する。 

[話題１] 化学反応のポテンシャル面の自動検索 
前田、大野（2004)らの非調和下方ひずみ原理にもとづいたポテンシャル面の自動検
索法をポテンシャル面間の交差(conical intersectionを含む)および A + B → X型反応
の反応径路の探索に拡張した。NO3 の光解離では励起状態の roaming 遷移状態をは
じめて見出し、O2生成の２チャネルの起源をあきらかにした。	
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[話題２] 炭素ナノ構造の核生成、生長、修復の過程 
QM/MD 法によるダイナミックス計算に基づいて、遷移金属クラスターからのカーボ
ンナノチューブ(CNT)のカップ構造生成、チューブ生長および欠陥修復についての
我々の考えを示す。また、SiO2や SiC クラスターから触媒なしに CNT が生長する
機構について、いずれの場合も表面にカーバイトができ、それからカップが生成す

る、いわゆる GSS(gas-solid-solid)機構を支持する結果を得た。 
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[話題３] 遷移金属酵素および擬生物均一系触媒反応の反応機構 
最近我々が研究している遷移金属酵素および擬生物均一系触媒反応に関し、ここで

は特に鉄原子と酸素分子がかかわる反応のいくつかについて、反応機構、基質によ

る反応径路の違い等を中心に述べる。 
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[話題４] タンパク場内での均一系触媒反応 
最近、固体、核酸、タンパク等で作られる”場”の中での反応が注目されている。ここ
では ferritin タンパク中での Rh 錯体によるフェニルアセチレンの重合にどのような
活性種がかかわっているか、また ferriitn 中のどのようなサイトが反応に寄与してい
るかを、”場”がない場合と比較しつつ明らかにした。	
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[話題５] 生体分子の発光および光異性化反応のダイナミックス 
生体分子の発光および光異性化反応の活性種の同定およびダイナミックス計算を

ONIOM(CASSCF:MM)直接 MD 法で行なった．とくに人工緑色蛍光色素 Dronpa で
は、wild type、H193T mutant、水溶液中の色素のダイナミクスを比較し、水溶液中
と mutantで発光寿命が短い理由を見出した。 

X. Li, L. W. Chung, and K. Morokuma, Primary Events of Photodynamics of All-trans Retinal 
Protonated Schiff Base in Bacteriorhodopsin and Methanol Solution, Submitted. 

X. Li, L. W. Chung, A. Miyawaki and K. Morokuma, Primary Events of Photodynamics in Reversibly 
Photoswitching Fluorescent Protein Dronpa, J. Phys. Chem. Lett. 114, 3328 (2010).  

X. Li, L.W. Chung, A. Miyawaki, and K. Morokuma, Competitive Mechanistic Pathways for Green-
to-Red Photoconversion in the Fluorescent Protein Kaede, J. Phys. Chem. B, 114, 16666 (2010) 


